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 除雪にご協力を！

丘のまち丘のまち



除雪にご協力を除雪にご協力を
町では除雪計画を策定し、冬の生活路線確保のため、安全で迅速な除排雪作業に努めて

います。安全安心な冬道の確保に向けて、町道の除排雪作業にご理解とご協力をお願い

します。

問合せ／建設水道課維持係　 ☎92-4431！！

　　安全・迅速な除排雪のために

○路上駐車をしないでください

１台の車が路上駐車

しているだけで、そ

の路線全体の除雪が

できなくなる場合が

あります。

私有地内の雪を道路に

出すと道幅が狭くなる

だけではなく、通行に支

障を来し、事故を引き起

こす危険があります。

○私有地内の雪は道路に
　出さないでください

○間口付近に残った雪の
　処理にご協力ください

除雪に際し、家の出入り

口や車庫前などの間口に

残った雪は、各家庭での

処理をお願いします。

○道路に物を置かないで
　ください

道路との段差解消用のブ

ロックや鉄板などは、除

雪車の損傷や作業員の事

故につながる恐れがあり

ます。

○除雪車に近づかないで
　ください

除雪車からの視界は狭く、

特に後方は見づらくなって

います。事故を未然に防ぐ

ため、作業中は近づかない

ようにしてください。

何気ない行動が除排雪作業を滞らせたり、事故を引き起こしたりする場合があります。

安全・迅速な除排雪作業のためご協力をお願いします。
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国
道
の
除
排
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に
つ
い
て
は

　

旭
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発
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部
旭
川
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務
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道
道
の
除
排
雪
に
つ
い
て
は

　
上
川
総
合
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興
局
旭
川
建
設
管
理
部
事

　
業
課
施
設
保
全
室
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26-
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ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

雪
を
捨
て
る
場
合
は
、
美
瑛
原
野
３
線

の
雪
捨
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

期
間
／
令
和
５
年
４
月
中
旬
（
予
定
）
ま
で

※
雪
捨
て
の
際
は
、
ご
み
が
混
ざ
ら
な
い

　

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
４
㌧
を
超
え
る
大
型
車
両
は
、
原
野
６

　

線
ま
た
は
美
沢
10
線
の
雪
捨
場
を
利
用

　

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
の
３
日
前
ま
で

　

に
建
設
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

雪
捨
場
の
利
用
に
つ
い
て

道路わきの雪山が大きくな
り、道幅が狭く、見通しが
悪くなったら……

【全排雪】
車道と歩道の全ての堆雪を
排雪し、道幅と見通しを確保

【カット排雪】
車道や交差点周辺の堆雪を
排雪し、車線と交差点の見
通しを確保

の積雪があるか
「車道」15 ㌢以上

「歩道」７㌢以上

② 出動要請　　　　　　 午前１時まで

※除雪作業により、建物などが損傷を受け

  た場合は、現場を確認のうえ、建設水道課

  までご連絡ください。

① 情報を収集　　　      　 夕方
町内のパトロールや気象予報の確認を行い、

除雪が必要かどうか情報収集します。

郊外路線は午前１時から、市街地路線は午前

３時からをめどに作業を開始します。除雪作

業完了までには６～８時間ほどを要します。

　　こんなふうに除雪しています

市街地、白金地区、美馬牛市街地は、堆雪状況に応じた排雪を年１～２回程度実施し

ます。気象状況により方法や回数が変わる場合があります。

美瑛町では、深夜・早朝にかけて除雪作業を行い、皆さんの通勤通学時間までに極力

完了させる体制をとっています。

③ 除雪作業スタート  深夜～早朝 ④ 除雪完了 　　　　　   　　　　朝

を目安に、気象状況なども加

味して出動するか判断します。

※雪が降り始める時間によっ

　ては出動しない場合があり

　ます。

排雪
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変わる。美瑛の学び。

一
人
一
台
の
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
で

変
わ
る
学
び

GIGA スクール構想とは １人１台の情報端末と、高速大容量の通信ネットワーク環境を一体的に整備することで、

一人一人の学習状況に応じた教育の実現を目指す文部科学省の構想

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
新
た
な
学
び

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
子
ど
も
た
ち
の
好

奇
心
や
探
究
心
が
向
上
し
、
よ
り
思
考
を

広
げ
た
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
適
切
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
創
造
性
が
豊
か
に
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
活
性
化
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
物
理
的
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
、
新
し
い
学
び
方
の
ス
タ

イ
ル
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

「
は
い
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ク
ロ
ム

ブ
ッ
ク
を
出
し
て
下
さ
い
。
」

　

先
生
が
そ
う
指
示
を
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
ク
ロ
ム
ブ
ッ

ク
（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）
を
取
り
出
し
、

資
料
を
作
成
し
た
り
、
お
互
い
の
意
見
を

共
有
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
新
た
な
学
び
の
時
代
が
既
に
美

瑛
町
の
学
校
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

使用しているクロムブック

「Google」が開発したシステムを搭

載したノート型のパソコン。

Chromebook

▽
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習

　

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
い
な
が
ら
、
一
人

　

一
人
の
子
ど
も
の
学
習
レ
ベ
ル
や
進
度

　

に
合
っ
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
▽
協
働
し
て
進
め
る
学
習

　

授
業
の
中
で
、
子
ど
も
同
士
が
互
い
の

　

考
え
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
し
、
意

　

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ウ
ェ  

  

ブ
会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し
、
他
の
学
校

  

と
の
交
流
学
習
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

  

す
。

　

他
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
情
報
を
整

　

理
し
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
身

　

の
学
び
に
深
み
が
加
わ
り
ま
す
。

▽
家
庭
で
の
学
習

　

必
要
に
応
じ
て
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク
を
持
ち

  

帰
り
、
宿
題
や
調
べ
学
習
に
活
用
し
て

  

い
ま
す
。

　

臨
時
休
業
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

　

学
習
が
可
能
で
す
。

本体やアプリの

起動がとても速

く、セキュリティ

が高いのが特徴

です。



ICT 機器が導入され、授業風景はどのように変わったでしょうか。学校や学年によって

使う頻度に差がありますが、クロムブックの活用方法はさまざま。各学校では、その利

点を生かし、より効果的な授業になるよう取り組んでいます。

どのように利用されているか、美瑛小・美沢小の例を紹介します

地域おこし協力隊 (ICT 支援員）

上野　敏生

　私は IT 関連企業を早期退職して美瑛町に移住し、令和２年５月から
美瑛町教育委員会の ICT 支援員として着任しました。まず学校の環境調
査から手掛け、GIGA スクール構想の構築に携わりました。

　前職でのシステムコンサルやヘルプデスク、オフィス構築といった経
験を生かして、以下のポイントを考慮した GIGA スクール構想の構築に
取り組み、令和３年 1月から小中学校で利用を開始しています。
・PC 端末選定：児童生徒や先生に不具合の負担が少ないこと。
・システム選定：高速化とセキュリティ監視・制御ができること。
・アカウント設計と構築：個人情報の厳守と利用者に配慮すること。
・PC の設定と工事：業者と連携して早期提供を実現すること。

　現在は、GIGA スクールの運用支援に加え、教職員の校務系ネットワー
ク改修、教育現場の DX 化の検討、セキュリティや著作権の意識向上な
ども支援しています。
　学校訪問時には、先生から「待ってたよ」と笑顔で相談いただくこと
もあり、より密着した支援となるよう活動したいと思っています。

美瑛小６年生　社会科の時間 美沢小　全学年での自由研究発表会

学習ソフトのシンキングツールを使い、歴史
上の人物について学んだことを自分なりにま
とめる学習をしています。「日清・日露の戦い」
の授業では、日本・清・ロシア・朝鮮の関係
性を図で表し、みんなで考えを共有しました。

今年度から、４年生以上の児童は、夏休みの
自由研究を学習ソフトのロイロノートでまと
めています。発表会は体育館で行います。ス
テージ壁面に発表物を映し、クロムブックを
操作しながら発表しました。

美瑛小　　掛川　雅弘　先生

　学校にクロムブックが導入されてから、子どもたち自身が主体
的に学習に取り組んだり、個に応じた課題に向かったり、一人一
台端末を生かした「学ぶ力の育成」の成果が見られます。
　その一方で、より良い使い方を身に付け、どう使うべきかを考
える「情報モラル」の育成が今後一層求められます。
　家庭と学校が連携し、安全に端末を使えるよう子どもたちを育
てていきたいです。

GIGA スクールの
授業をのぞいて
みました



農林水産業費農林水産業費

令和３年度

を報告します
令和３年度の決算が認定されました。昨年度はどれくらいの収入があり、
どのような目的で支出されたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

地方交付税

52 億 6,330 万円
（43.1％）

国・道支出金

町税

町債

その他

32 億 585 万円
（26.3％）

11 億 1,951 万円
（9.2％）

７億 9,459 万円
（6.5％）

18 億 2,428 万円
（14.9％）

18 億 8,494 万円18 億 8,494 万円
（15.8％）（15.8％）

総務費総務費

土木費土木費

民生費民生費
公債費公債費

衛生費

商工費

教育費

その他

17 億 4,839 万円17 億 4,839 万円
（14.7％）（14.7％）

14 億 532 万円14 億 532 万円
（11.8％）（11.8％）

13 億 6,256 万円13 億 6,256 万円
（11.4％）（11.4％）

17 億 3,624 万円17 億 3,624 万円
（14.6％）（14.6％）

11 億 284 万円
（9.3％）

８億 836 万円
（6.8％）

５億 973 万円
（4.3％）

13 億 5,929 万円
(11.4％）

地方交付税／一定水準の行政サー

　ビスが行えるよう、国から交付

　されるお金

国・道支出金／国、道が必要と認

　めた事業に対して配分されるお金

町税／町民税や固定資産税などの

　税金

町債／道路などの公共施設を整備

　するために借りるお金

その他／国から配分される交付金

　など

農林水産業費／農業、畜産業、林

　業の振興などの経費

総務費／人事・財産管理などの事務

　事業、移住定住の振興などの経費

公債費／町が借り入れた資金の返

　済費

土木費／道路や公園、住宅などの

　整備の経費

民生費／子育て支援や福祉の充実

　などの経費

衛生費／保健・医療の充実、ごみ

　処理などの経費

商工費／商工業、観光事業の振興

　などの経費

教育費／学校教育、図書館に係る

　経費

その他／水道事業、病院事業への

　補助金、災害復旧費など

　語句の説明

一般会計　歳入と歳出

この繰越金は、

令和４年度の貴重な財源と

して活用されています。

◆歳入

◆歳出

繰越金　歳入ー歳出＝２億 8,986 万円

歳入

122 億
753 万円

歳出

119 億
1,767 万円

決算
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会計名 歳　入 歳　出 差　引

老人保健施設事業 9,673 万円 9,673 万円 ０万円

農業研修施設事業 3,049 万円 3,049 万円 ０万円

水力発電事業 7,067 万円 7,067 万円 ０万円

白金泉源事業 2,530 万円 2,413 万円 117 万円

公共下水道事業 ３億 1,500 万円 ３億 759 万円 741 万円

会計名 収　入 支　出 差　引

水道

事業

収益的
収支

２億 9,966 万円 ２億 9,217 万円 749 万円

資本的
収支

2,991 万円 １億 3,987 万円 ▲ 1億 996 万円

病院

事業

収益的
収支

11 億 5,490 万円 11 億 4,533 万円 957 万円

資本的
収支

4,737 万円 １億 5,494 万円 ▲ 1 億 757 万円

基金（町の貯金）の残高 町債（町の借金）の残高

企業会計

　地方公共団体は、財政の早

期健全化や再生の必要性を判

断するため、財政状況を共通

の方法で表すよう、次に示す

指標の算定および公表が義務

付けられています。

　実質公債比率 　将来負担比率
　実質赤字比率

連結実質赤字比率

黒字のため
数値はありません

11.6％ 　41.2％

一般会計や特別会計

の赤字の割合。

年間の借金返済額の

割合。早期健全化

基準は 25％であり、

美瑛町は比較的借金

返済額が少ないこ

とを示しています。

将来、負担が見込
まれる負債の割合。
早期健全化基準は
350％であり、美瑛町
は現時点で将来への
財政負担が少ないこ
とを示しています。

特別会計

　民間企業のように、利用料

金などの収入で運営している

会計です。

財政健全化判断比率

　公共下水道、水力発電など

一般会計と区別し、特定の収

入と支出で経理を行う会計で

す。

　40 億円前後を維持することで、将来に
わたって安定した財政運営を行うための備
えとしながら、必要な事業を実施する際の
貴重な財源として活用します。

　町債は、借りた金額の一部が地方交付税と
して国から交付されます。下記の金額のおよ
そ７割は、収入として交付税を受けられるの
で、実質的に町の負担は少なくなります。

（億円）

２年度30 年度 元年度29 年度 ３年度

42.0

－7－

37

38

39

40

41

42

43

41.6

38.4
38.0

38.6

（億円）

３年度元年度 ２年度29 年度 30 年度

133.7

124.7

149.1

149.3

142.7

110
115
120
125
130
135
140
145
150
155
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庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
道

内
の
先
進
地
か
ら
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、

十
勝
管
内
の
鹿
追
町
に
引
き
続
き
、
上
川

管
内
の
下
川
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

美
瑛
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
未
来
の
た
め
に

先
進
地
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
択
を

　　

　森林は、大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素を幹や枝

などに蓄えます。伐採し、木材として住宅や家具などに

利用しても炭素を蓄えたまま、長期間貯蔵することがで

きます。

　この効果を発揮させるには「伐って、使って、植えて、

育てる」という森林資源の循環を図ること。住まいや家

具、食器やおもちゃなど、身の回りのものに木を取り入

れ、木材の利用を拡大することが大切です。

　町では、子どもから大人まで、木材や木製品との触れ

合いを通じて、木材への親しみや木材の良さを知ってい

ただく「木育」、「木材利用・普及」などの推進に取り組

んでいきます。

　ぜひ、木を「つかい」、山や森林、生活

環境へ「気づかい」。身近なところから「木

づかい」に取り組んでみませんか？

や
っ
て
み
よ
う
、
木
づ
か
い
。

身
近
な
も
の
を
木
に
替
え
る
、
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
！

農
林
課　

嶋
田
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長

　

下
川
町
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
を

生
か
し
たSDGs

の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
「SDGs

未
来
都
市
」
に

も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
川
町
で
は
、
60
年
で
「
植
林
→
育
て

る
→
伐
採
→
植
林
」
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
し
、
森
林
資
源
を
持
続
的
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、木
材
の
「
加
工
・

商
品
化
・
卸
し
」
を
す
べ
て
町
内
で
完
結

す
る
「
循
環
型
森
林
経
営
」
に
取
り
組
み
、

安
定
し
た
雇
用
と
木
材
供
給
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　

「
循
環
型
森
林
経
営
」
を
支
え
て
い
る

の
が
、
伐
り
出
し
た
木
を
余
す
こ
と
な
く

下
川
町
の
取
り
組
み

▽
森
林
の
恵
み
を
余
す
こ
と
な
く
使
う

使
う
「
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
の
取
り
組
み

で
す
。
太
い
良
木
は
建
築
資
材
に
、
細
木

は
土
木
資
材
に
、
そ
の
ま
ま
使
え
な
い
木

は
炭
に
。
そ
し
て
間
伐
材
や
木
端
を
木
質

チ
ッ
プ
に
加
工
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
11
基
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
が
あ
り
、
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
や
し
た

熱
水
を
公
共
施
設
の
暖
房
や
給
湯
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
68
％
の
熱
源

を
賄
っ
て
い
ま

す
。

　

森
林
バ
イ
オ
マ

ス
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
に
よ

り
、
地
域
全
体
の

CO2
排
出
量
が
20
％

減
少
し
ま
し
た
。

　

下
川
町
で
は
、
地
域
産
業
の
持
続
的
な

経
営
を
目
的
と
し
て
、SDGs

や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

町
で
も
、
木
質
チ
ッ
プ
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

木質バイオマスボイラーの施設



　

１
日　

農
業
委
員
と
の
意
見
交
換
会

３
日　

第
72
回
美
瑛
町
文
化
祭

12
～
14
日

　
　
　

東
京
美
瑛
会
総
会
、
石
狩
川
治
水

　
　
　

促
進
期
成
会
中
央
要
望（
東
京
都
）

16
～
17
日　

　
　
　

旭
川
十
勝
道
路
整
備
促
進
期
成
会

　
　
　

中
央
要
望
、
全
国
町
村
長
大
会
、

　
　
　

上
川
町
村
会
臨
時
総
会（
東
京
都
）

21
日　

美
瑛
米
・
ゆ
め
ち
か
ら
パ
ン
贈
呈
式

　
　
　

行
政
区
長
会
議

23
日　

俵
真
布
地
区
敬
老
会

25
日　

丘
の
ま
ち
び
え
い
宮
様
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委
員
会

28
日　

美
瑛
町
議
会
第
６
回
臨
時
会

　
美
瑛
生
ま
れ
、
美
瑛
育
ち
の
美
瑛
町
職

員
が
美
瑛
愛
に
満
ち
た
町
の
プ
レ
ゼ
ン
を

行
う
と
、
参
加
者
か
ら
熱
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
場
所
は
京
都
市

と
神
戸
市
。
関
西
人
に
大
い
に
美
瑛
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
席
し
て
い
た
神
戸
市
職
員
は
「
う
ち

の
職
員
に
は
こ
ん
な
熱
い
奴
は
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
な
」と
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　
美
瑛
出
身
の
関
西
圏
居
住
者
と
美
瑛

フ
ァ
ン
の
集
い
「
美
瑛
つ
な
が
り
ラ
ボ
」

を
初
め
て
関
西
で
開
き
ま
し
た
。
美
瑛
町

の
関
係
人
口
増
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
両
会
場
で
は
、
美
瑛
町
農
協
さ
ん
が
持

ち
込
ん
だ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
旬
の
食

材
を
、
現
地
の
シ
ェ
フ
が
調
理
。
農
協
さ

ん
が
「
め
っ
た
に
手
に
入
ら
な
い
サ
イ
ズ

の
ゆ
り
根
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
と
、
シ
ェ

フ
も
「
持
ち
味
を
引
き
出
す
こ
と
に
専
念

し
ま
し
た
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
美
味
し
い
料
理
を
仲
立
ち
に
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
こ
と
さ
ら
珍
し
い
調
理

法
で
も
な
く
、
高
級
食
材
を
使
っ
た
わ
け

で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
夏
、
美
瑛
か

ら
京
都
に
移
住
し
た
男
性
は
「
美
瑛
の
人

に
こ
そ
、
こ
う
い
う
料
理
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
ね
。
美
瑛
へ
の
愛
着
が
湧
く
よ
」

と
。
美
瑛
か
ら
の
参
加
者
の
多
く
が
共
感

し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
美
瑛
の
情

報
を
発
信
し
ま
し
た
が
、
主
役
は
「
食
」

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
改
め
て
食
の

力
を
認
識
し
ま
し
た
。
食
は
、
材
料
と
な

る
農
作
物
か
ら
調
理
、
加
工
、
そ
し
て
消

費
者
ま
で
、
実
に
多
く
の
人
、
技
術
、
文

化
が
関
わ
っ
て
い
る
総
合
芸
術
の
よ
う
な

存
在
で
す
。そ
し
て
、美
瑛
町
は
こ
の「
食
」

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
っ
と
活
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
（
地
理
的
表
示
）
認
証
を
目
指
し

て
い
る
美
瑛
小
麦
は
、
町
内
外
の
多
く
の

事
業
者
さ
ん
が
パ
ン
や
菓
子
、
麺
な
ど
と

し
て
独
自
の
風
味
を
広
く
発
信
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
美
瑛
米
も
、
ち
ょ
う
ど

今
月
、
東
海
地
方
の
大
き
な
小
売
店
が
系

列
店
一
斉
の
フ
ェ
ア
を
開
い
て
く
れ
る
な

ど
フ
ァ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
で
開
か
れ
た
世
界
最
大
の
食

の
祭
典
・
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
「
テ
ッ
ラ
・
マ
ー
ド
レ
」
で
、

美
瑛
中
２
年
本
山
維
芯
さ
ん
が
ユ
ー
ス
会

合
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
を
英
語
で

堂
々
と
披
露
し
た
と
、
嬉
し
い
知
ら
せ
も

届
き
ま
し
た
。
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
も

育
っ
て
い
ま
す
。

　「
フ
ー
ド
は
風
土
」。美
瑛
が
食
を
育
て
、

食
が
美
瑛
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。
食
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
さ
ら
に
探
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
美
瑛
愛
を
胸
に

抱
い
て
。

町　長
コラム
vol.41

美瑛町長

角和　浩幸

11
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

令和４年 10 月分交際費支出状況

10月分支出額計　　150,680円

月日 件名 金額

10/3
10/5 ﾊﾟｰｿﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱訪問に要した手土
産代

12,600

10/12
10/14 ㈱ﾘｸﾛｰ、小林製薬㈱訪問に要した手
土産代

11,890

10/17
令和 4年 8月豪雨に伴う災害義援金

（青森県西目屋村、山形県飯豊町）
　100,000

10/24 ㈱フジテレビジョンとの食事会に要した賄費 21,190

10/31
かみかわ中南部の未来に繋がるみちづくり
フォーラム（会費）

5,000

－9－

　

お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
美
瑛
町
に
住
所
を
有
す
る
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
】

▼
㈱
美
瑛
プ
ロ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
92-

３
１
４
１
）

▼
㈲
木
田
建
設
（
☎
92-

２
４
３
２
）

▼
㈱
ア
ス
テ
ッ
ク
（
☎
92-

５
７
７
８
）

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を

こ
ん
な
時
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

水
道
を
凍
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら

・
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
っ

　

た
と
き

・
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き

・「
真
冬
日
」（
１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下

　

の
日
）
が
続
い
た
と
き

　

水
道
の
凍
結
防
止
に
は
、
家
の
換
気
口

を
閉
め
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

き
は
水
抜
き
を
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

　

修
理
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。
修
理
内

容
に
よ
っ
て
費
用
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

工
事
を
依
頼
す
る
前
に
業
者
か
ら
説
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

凍
結
修
理
の
費
用
は

問
合
せ
／
建
設
水
道
課
水
道
整
備
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
４
７
０
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

初
回
（
１
・
２
回
目
）
接
種
が
済
ん
で

な
い
方
へ

問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー
（
予
約
ダ
イ
ヤ
ル
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92ｰ

７
０
２
１
・
92ｰ

７
０
９
０

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン

は
、
初
回
接
種
が
完
了
し
な
い
と
接
種
す

年
末
年
始
に
備
え
た
感
染
対
策

　

こ
の
２
年
、
年
末
年
始
の
後
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

無
症
状
の
場
合
や
症
状
が
軽
い
場
合

は
、
感
染
に
気
づ
き
に
く
く
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
感
染
を
広
げ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
発
症
２
日
前
か
ら
、

発
症
後
７
～
10
日
間
は
他
の
人
へ
の
感
染

性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

帰
省
や
旅
行
、
家
族
以
外
と
の
会
食
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
よ
り
一
層

注
意
す
る
な
ど
い
つ
も
以
上
の
感
染
防
止

対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
期
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
に
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症

も
流
行
す
る
た
め
、
日
常
的
な
健
康
観
察

と
体
調
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
最
新
の
情
報
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
接
種
に
つ
い
て

　

生
後
６
カ
月
か
ら
４
歳
の
お
子
さ
ん
に

対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
は
旭
川
市
内
の
小
児
科
で
の
実
施

と
な
る
た
め
、
受
入
体
制
が
整
い
次
第
、

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方

に
、
個
別
に
接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

案
内
に
同
封
し
て
い
る
説
明
書
な
ど
を
ご

覧
に
な
り
、
接
種
の
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国
は
、
初
回
接

種
に
使
用
し
て
い
る
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
を
年
内
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
２
価
ワ
ク

チ
ン
で
の
追
加
接
種
を

ご
希
望
の
方
は
、
年
内

に
接
種
を
完
了
す
る
よ

う
に
接
種
日
を
検
討
く

だ
さ
い
。

12
月
末
ま
で
に
申
請
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期

限
は
、
12
月
末
ま
で
で
す
。

　

安
全
性
が
不
安
で
申
請
を
し
て
い
な
い
方
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
万
全
な
の
で
、
ぜ
ひ
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

おもて

うら

なりすましはできません

マイナンバーを

見られても悪用はできません

オンラインの利用には

電子証明書を使うため、

マイナンバーが使われる

ことはありません。

プライバシー性の高い個

人情報は入っていません

顔写真入りのため、対面での

悪用は困難。

マイナンバーを利用するには、

顔写真付き本人確認書類など

で本人確認をする必要がある

ため、悪用は困難。

IC チップ部分には、税や年金

などの個人情報は記載されま

せん。

〇紛失・盗難の場合は、24 時間 365 日体制で一時利用停止可能

〇アプリ毎に暗証番号を設定し、一定回数間違うと機能ロック

〇不正に情報を読みだそうとすると、IC チップが壊れる仕組み

プライバシー性の高い対策



小熊　章子さん

Introducing the people of Biei 

のまちで輝く丘
　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
品
評
会
、
ジ
ャ
パ
ン

チ
ー
ズ
ア
ワ
ー
ド
で
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
放
牧
酪
農
場
「
美

瑛
フ
ァ
ー
ム
」
の
チ
ー
ズ
工
房
で
働
く
小
熊
章
子
さ
ん
に
お
話
し
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　

16
年
か
ら
18
年
の
２
年
半
、
フ
ラ
ン
ス

の
国
立
乳
製
品
学
校
に
留
学
し
て
一
か
ら

チ
ー
ズ
作
り
を
学
び
、
帰
国
後
、
20
年
か

ら
チ
ー
ズ
作
り
を
始
め
た
小
熊
さ
ん
。

　

今
回
の
品
評
会
に
出
展
し
た
チ
ー
ズ

は
、
20
年
夏
に
同
牧
場
で
搾
乳
し
た
牛
乳

を
使
用
し
て
、
長
期
間
熟
成
し
た
ハ
ー
ド

チ
ー
ズ
で
、
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
華
や
か
な

香
り
が
あ
り
、
力
強
い
味
が
特
徴
だ
そ
う

で
す
。

　

「
チ
ー
ズ
作
り
で
大
事
な
の
は
牛
乳
の

質
。
季
節
に
よ
っ
て
牛
乳
の
質
が
違
う
の

チ
ー
ズ
作
り
は
牛
乳
の
質
が
大
切

美
瑛
の
土
地
で
し
か
作
れ
な
い
チ
ー
ズ

を
作
り
続
け
た
い

美
瑛
フ
ァ
ン
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る

　

「
１
年
目
は
、
上
手
く
出
来
て
い
る
の

か
ど
う
か
分
か
ら
ず
不
安
で
し
た
。
熟
成

タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
は
作
っ
て
す
ぐ
に
味
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
最
低
で

も
１
年
以
上
熟
成
さ
せ
る
の
で
、
味
を
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
１
年
後
。
ど

ん
な
味
に
な
る
か
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
伺
う

と
「
始
め
て
作
っ
た
年
の
チ
ー
ズ
が
美
味

し
く
で
き
て
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
牛
乳
の
良

さ
を
よ
り
生
か
し
た
チ
ー
ズ
を
作
れ
る
よ

う
品
質
を
安
定
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
す
」

と
表
情
を
引
き
締
め
ま

し
た
。

で
、
乳
質
を
見
極
め
な
が
ら
作
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
小
熊
さ
ん
。
夏
は
牛
乳
の
乳

脂
肪
分
が
低
く
、
力
強
い
味
で
黄
色
の

チ
ー
ズ
に
、
冬
は
乳
脂
肪
分
が
高
く
、
ま

ろ
や
か
な
味
で
白
色
の
チ
ー
ズ
に
な
る
そ

う
で
す
。

「
美
瑛
つ
な
が
り
ラ
ボ
in
京
都
・
神
戸
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

美
瑛
の
ま
ち
に
「
観
光
以
上
、
定
住
未

満
」
で
関
わ
る
人
た
ち
と
の
、
つ
な
が
り

と
関
係
性
を
深
め
る
「
美
瑛
つ
な
が
り
ラ

ボ
」
を
、
10
月
16
日
・
17
日
に
初
め
て
関

西
で
開
催
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
町
の
魅
力
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
美
瑛
選
果
さ
ん
に
よ
る
農
業
と

農
産
品
の
紹
介
の
後
、京
都
会
場
で
は「
美

瑛
と
京
都
を
つ
な
ぐ
ア
イ
デ
ア
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
、
美
瑛
食
材
は
地
元

料
理
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
「
お
ば
ん
ざ

い
ス
タ
イ
ル
」
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
会
場
に
は
、
食
文
化
発
信
事
業
に

取
り
組
む
神
戸
市
役
所
職
員
も
参
加
し
、

美
瑛
食
材
と
参
加
者
の
持
ち
寄
り
食
材
を

シ
ェ
フ
が
そ
の
場
で
ア
レ
ン
ジ
す
る
「
食

の
交
換
会
」
も
試
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
野
菜
の
生
産
者

に
会
っ
て
み
た
い
」「
子
ど
も
た
ち
や
料

理
人
の
交
換
留
学
が
で
き
た
ら
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
声
や
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

美
瑛
つ
な
が
り
ラ
ボ
で
は
、
美
瑛
に
通

い
続
け
て
く
れ
る
人
・
町
外
か
ら
応
援
し

て
く
れ
る
人
・
美
瑛
の
ま
ち
の
未
来
の
た

め
に
協
働
す
る
人
の
輪
を
、
全
国
各
地
に

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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　　   　 10月の
　　   　 健康マイレージ状況

◇新規エントリー　４人
一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  ６人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

808人

合計（延べ人数）

KU
健診
　受けよう

美
瑛
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
４
２
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
１
１
１
５

す
こ
や
か
広
場

成
年
後
見
人
等
の
役
割

　

成
年
後
見
人
等
の
役
割
は
、
本
人
の
財

産
を
管
理
す
る
「
財
産
管
理
」
と
、
生
活

上
の
安
全
や
健
康
を
守
る
「
身
上
監
護
」

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
が
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
は
次
の
通
り
で
す
。

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

は
、
財
産
の
管
理
が
難
し
く
感
じ
た
り
、

自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
る
こ
と
が
よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
そ
の
よ
う
な

方
の
生
活
や
財
産
を
守
る
た
め
、
家
庭
裁

判
所
が
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
成
年
後
見

人
等
を
選
び
、
本
人
の
代
わ
り
に
財
産
の

管
理
な
ど
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
？

成
年
後
見
人
等
に
な
れ
る
人

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

家
庭
裁
判
所
に
後
見
等
の
開
始
を
申
し

立
て
る
こ
と
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

申
し
立
て
に
は
申
立
書
の
作
成
や
必
要

書
類
の
取
り
寄
せ
、
専
門
家
や
相
談
機
関

と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
窓

口
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
／

　

美
瑛
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

　

☎
92
‐
４
２
４
８

　

旭
川
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

　

☎
23
‐
１
０
０
３

身
上
監
護

・
入
院
な
ど
病
院
の
手
続
き
、
支
払
い

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や
手
続
き

・
住
居
の
契
約
や
支
払
い

・
郵
便
物
の
管
理　
　
　
　
　
　

な
ど

　

成
年
後
見
人
等
に
な
る
た
め
に
、
特
別

な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
親

族
や
、
研
修
を
受
け
た
市
民
後
見
人
、
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
か

ら
、
家
庭
裁
判
所
が
本
人
の
状
況
に
応
じ

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
び
ま
す
。

　

選
出
さ
れ
た
後
見
人
は
単
に
財
産
管
理

な
ど
を
行
う
の
で
は
な
く
、
本
人
の
意
思

を
最
大
限
に
尊
重
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

本
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
か
、
心

身
の
状
態
が
良
好
か
な
ど
、
本
人
に
と
っ

て
最
も
良
い
生
活
を
考
え
て
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

財
産
管
理

・
預
貯
金
や
、
現
金
の
入
出
金
の
管
理

・
不
動
産
や
車
な
ど
資
産
の
管
理

・
税
金
の
申
告
と
納
税

・
契
約
の
締
結
や
取
り
消
し　
　

な
ど

成
年
後
見
人
等
が
で
き
る
こ
と

成
年
後
見
人
等
が
で
き
な
い
こ
と

・
食
事
や
入
浴
の
手
伝
い
な
ど
介
護
、

　

生
活
支
援

・
医
療
行
為(

手
術
の
実
施
な
ど)

に
つ

　

い
て
の
同
意

・
結
婚
、
離
婚
、
離
縁
、
養
子
縁
組
な

　

ど
の
身
分
行
為

・
賃
貸
契
約
な
ど
の
身
元
保
証
人
や
身

　

元
引
受
人
に
な
る
こ
と

・
遺
言
書
の
作
成　
　
　
　
　
　

な
ど



 

今
月
の
特
集
展
示

 

「
２
０
２
２
年
よ
く
読
ま
れ
た
本
」

　

今
年
、
美
瑛
町
図
書
館
で
貸
し
出
し
回

数
の
多
か
っ
た
１
０
０
冊
を
発
表
し
ま

す
。

　

昨
年
の
文
芸
書
部
門
の
第
一
位
は
東
野

圭
吾
さ
ん
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
マ
ン

と
名
も
な
き
町
の
殺
人
」、
一
般
書
は
料

理
の
レ
シ
ピ
本
が
大
半
を
占
め
、
メ
デ
ィ

ア
で
活
躍
し
た
タ
サ
ン
志
麻
さ
ん
の
著
書

が
６
冊
も
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
今
年
は
、
ど
ん
な
作
品
が
選

ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
読
み
逃
し
た
本
が

な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
に
図
書
館
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
読
ん
で
も
ら
え
な
か
っ

た
“
か
わ
い
そ
う
な
本
”
10
冊
も
紹
介
し

ま
す
。
そ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
！

◇
小
学
生
向
け

   

日
時
／
12
月
10
日
（
土
）

　

   

午
後
１
時
30
分
～
２
時

図
書
館
だ
よ
り
　
電
　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
月
間

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
会
「
プ
ラ
板
で
ク
リ

　

ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
ろ
う
」

　

日
時
／
12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～　

午
後
５
時

  

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

　

日
時
／
12
月
18
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
11
時
・
午
後
１
時
・
３
時

　

定
員
／
各
回
10
人
（
先
着
順
）

　

※
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

　
　

は
美
瑛
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申

　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　

日
時
／
12
月
24
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

サンタさんが
来るかも

今年も壁面に図

書館ツリーを飾

ります！

冬
の
災
害
に
備
え
よ
う

ちょこっと

防　　災

冬
の
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
に
は

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
降
雪
期
を
迎
え
ま

す
。
冬
の
大
雪
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
備

え
る
に
は
、
夏
と
は
違
っ
た
防
災
対
策
が

必
要
で
す
。

　

食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
に
加
え
、

帽
子
、
手
袋
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
十
分
な

防
寒
具
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
冬
は
、
暴
風
雪
や
送
電
線
へ
の

着
雪
な
ど
に
よ
る
停
電
の
危
険
も
高
ま
り

ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
電
源
を
必
要
と
し
な

い
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
と
燃
料
を
併
せ
て
準
備
し
て
お
く
と
安

心
で
す
。

冬
に
用
意
し
て
お
き
た
い
非
常
時
の
持
ち

出
し
品

□
防
寒
具
（
帽
子
、
手
袋
な
ど
）

□
衣
類
（
厚
手
の
服
、
靴
下
な
ど
）

□
防
寒
シ
ー
ト

□
カ
イ
ロ

□
長
靴

□
寝
袋

暴
風
雪
（
吹
雪
）
の
時
の
行
動

　

気
象
情
報
に
注
意
し
、
暴
風
雪
が
予
想

さ
れ
る
と
き
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
避

け
ま
し
ょ
う
。
吹
雪
の
時
は
、
吹
き
だ
ま

り
で
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、
周
囲
が
見
え

な
く
な
り
ま
す
。
車
か
ら
も
歩
行
者
が
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
歩
い

て
外
出
す
る
と
き
は
、目
立
つ
色
を
着
て
、

で
き
る
だ
け
複
数
人
で
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

気
象
庁
の
「
今
後
の
雪
」
で
気
象
情
報
を

確
認
し
よ
う

　

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
今
後
の
雪
」

で
は
、
24
時
間
前
か
ら
現
在
ま
で
の
雪
の

情
報
と
６
時
間
先
ま
で
の
雪
の
予
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
雪
の
状
況
が
ど
う
な
る
か
を
把

握
し
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
早
め
早
め

の
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

総
務
課
危
機
対
策
室　

大
畑
係
長

防
災
用
の
寝
袋
。

い
ろ
ん
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。

気象庁
キキクル
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

美瑛豚ハンバーグをありがとうございます

　11 月４日、町内の飲食事業者で構成される丘

のまちびえい美食倶楽部（山田浩二部長）より「学

校給食で提供してほしい」と、美瑛豚ハンバーグ

を寄贈いただきました。

　美瑛豚ハンバーグは 11 月 11 日の給食で提供さ

れ、子どもたちは「いつものハンバーグと全然違

う！」「ご飯何杯でもいけます」と特別な給食を

楽しんで味わっていました。

　温かいご支援ありがとうございました。

学園祭で美瑛をＰＲ

　10 月 22 日と 23 日、美瑛町と包括連携協定を

結ぶ大妻女子大学（東京都千代田区）の学園祭「大

妻祭」に、町のＰＲブースを出展しました。

　ブースでは、美瑛産野菜や小麦を使ったスイー

ツ、食パンなどを販売し、人気商品は初日で完売

するほど大盛況となりました。

　その他、町の紹介映像の上映や、学生による地

域連携プロジェクト活動についての展示、発表な

ども行い、大勢の方に美瑛の魅力を知っていただ

くことができました。

第 72 回美瑛町文化祭

　美瑛町文化連盟（髙橋良彦会長）主催の「第

72 回美瑛町文化祭」が町民センターで開催され

ました。

　作品展では、町内の文化サークルが制作した絵

画や写真、書道などの力作がずらりと並びました。

３日に開催された芸能発表会では、舞踊や民謡、

歌謡などが披露され、大勢の人が文化の秋を楽し

みました。

　また、式典では、町内の文化活動に尽力された

方、長年携わってきた方へそれぞれ「奨励賞」「文

化賞」が授与されました。

受賞者一覧（敬称略）

〇奨励賞

　小林　優子（すずらん大雪舞踊会・舞ずき会）

　穂積　博士（美瑛歌謡愛好会）

　髙橋　好彦（美瑛歌謡愛好会）

〇文化賞

　橋本　京子（日本民謡舞踊美瑛会）

　上野アイ子（日本民謡舞踊美瑛会）

　中野　謙治（美瑛音知会）

　船木　久子（美瑛歌謡愛好会）
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長年の功績を称えて

　11 月８日、12 年間にわたり公平委員を務めら

れた太田悟さんへ「公平委員会制度 70 周年記念

総務大臣表彰」の伝達式を行いました。

　太田さんは平成 20 年４月から令和２年３月ま

で上川町村等公平委員会で職務につき、平成 30

年からは委員長を務めるなど公正な人事行政の確

立に尽力されました。

　太田さんは「多くの方のお力添えで職務を全う

できました。ありがとうございます」と感謝の言

葉を述べられました。

美瑛米と食パンを寄贈いただきました

東京美瑛会３年ぶりの総会

　11 月 12 日、東京都千代田区のホテルルポール

麹町で「第 27 回東京美瑛会総会・懇親会」が開

催されました。

　３年ぶりの開催となった会には約 110 人が参加

し、美瑛産食材を使用した料理を食べながら、東

京での美瑛町の情報発信などについて意見交換を

行いました。

　参加者は、和やかな雰囲気の中で交流を深め、

盛会のうちに終了しました。

こどもワークチャレンジを開催

　11 月 21 日、美瑛町農業協同組合から美瑛産な

なつぼし 3,000kg と美瑛産ゆめちからの食パン

900 食分を寄贈いただきました。

　熊谷組合長は「今年は天候に恵まれとても美味

しいお米と小麦ができました。子どもたちにたく

さん食べてもらって元気に勉強や運動をしてもら

いたいです」と思いを述べました。

　寄贈いただいたお米とパンは、12 月以降に町

内の学校給食で提供されます。

　温かいご支援ありがとうございました。

　11 月 19 日、美瑛町青年会議主催の「こどもワー

クチャレンジ～パティシエ編～」が開催されまし

た。子どもたちに将来なりたい職業を見つけてほ

しいと企画し、今年で２年目。

　今回は、フェルム ラ・テール美瑛のバクサ裕

子シェフパティシエに、美味しいホットチョコ

レートの作り方を教わりました。

　子どもたちは「今まで飲んだことあるのと全然

違う。甘くて濃厚で美味しかった」「家で作って

みたい」と満面の笑顔で話してくれました。
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　　　　　　　　　美進小学校校舎（昭和54年撮影）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　昭和10年、宇莫別尋常小学校と下宇莫別尋常

小学校が合併し、美進尋常小学校として開設し

たのが始まりです。写真の旧校舎は現在の下宇

莫別第一にありました。

　昭和56年、校舎は現在地に新築移転していま

す。その後、児童数の減少により平成28年に休

校（翌29年閉校）となりましたが、校舎は改修

され、平成31年１月より美瑛町農業担い手研修

センター「美進」として活用されています。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

美進小学校

　  懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは火口縁上700ｍ以下、大正火口

の噴煙の高さは概ね200ｍ以下、振子沢噴気

孔群の噴気の高さは火口縁上100ｍ以下で経

過しました。

　なお、火山性微動は確認されていません。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されていますので、今後の活動推

移には注意が必要です。

　

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

10月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

第
12
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に
参

加
し
て
き
ま
し
た

　

10
月
21
日
〜
23
日
の
３
日
間
、
石
川
県

白
山
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
12
回
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
白
山
手
取
川
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
地
球
と
旅
す
る
〜
白
山
手
取

川
の
地
か
ら
地
球
と
人
の
未
来
を
考
え

る
」を
大
会
テ
ー
マ
に
、全
国
の
ジ
オ
パ
ー

ク
地
域
の
活
動
事
例
、
研
究
成
果
、
問
題

点
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
共
有

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
十
勝

岳
ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
め
３
地
域
の
認
定
証

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、
複
数

の
ジ
オ
パ
ー
ク
間
に
お
け
る
共
同
事
業
の

提
案
を
は
じ
め
、
今
後
の
全
国
の
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
を
い
か
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
活
性
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は「
十

勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
事
業
」、「
泥
流

今
昔
物
語
〜
先
人
た
ち
の
勇
気
と
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
軌
跡
を
た
ど
り
現
在
へ
〜
」
と

い
う
内
容
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
全

国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
わ
る
人
た
ち
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
議
論
を
深
め
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
振
り
の
現
地
開

催
と
な
っ
た
全
国
大
会
で
は
、
各
地
域
の

ジ
オ
パ
ー
ク
担
当
者
と
意
見
交
換
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
旭
町
団
地
４
号
棟
２
０
２
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

２
２
２
０
０
～
３
３
０
０
０
円

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
令
和
５
年
１
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
12
月
１
日（
木
）～
16
日（
金
）

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
③
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

職
種
／
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
防
災
、
災
害
対
応
に
関
す
る

　

こ
と
全
般

募
集
条
件
／
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

　

資
格
を
有
す
る
も
の

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

報
酬
／
日
額　

１
５
８
０
０
円
（
条
例

　

に
基
づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

応
募
方
法
／
12
月
16
日　

（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
総
務
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
３
１
６

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
／

（
１
）
一
般
行
政
職　
　
　
　

 

若
干
名

（
２
）
一
般
行
政
職
（
大
型
自
動
車
運
転  

     

免
許
所
有
者
）　
　
　
　
　

１
人

（
３
）
社
会
福
祉
士　
　
　
　
　

 

１
人

（
４
）
子
育
て
支
援
指
導
員　
　

 

１
人

勤
務
場
所
／

（
１
）
～
（
３
）　

美
瑛
町
役
場
ほ
か

（
４
）
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

採
用
／
令
和
５
年
４
月
１
日

給
与
・
手
当
等
／
条
例
に
基
づ
く
支
給（
給

　

与
に
つ
い
て
は
前
歴
・
経
験
加
算
あ
り
）

必
要
な
資
格
等
／

（
１
）
～
（
４
）
共
通

・
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
満

総
務
課
職
員
係

☎
92-

４
３
０
３　

美
瑛
町
職
員
募
集

  

40
歳
以
下

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
又
は
取

　

得
見
込
み
で
あ
る
こ
と

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当

　

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
２
）
の
み

　

大
型
自
動
車
第
一
種
免
許
ま
た
は
第
二

　

種
免
許
を
有
し
、
か
つ
業
務
経
験
を
令

　

和
５
年
３
月
31
日
現
在
３
年
以
上
お
持

　

ち
の
方

（
３
）
の
み

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
ち
、
そ
の
業

　

務
経
験
が
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
２

　

年
以
上
お
持
ち
の
方

（
４
）
の
み

　

次
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
、
ま
た
は
令

　

和
５
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　

①
保
育
士

　

②
幼
稚
園
教
諭

　

③
特
別
支
援
学
校
教
諭

提
出
書
類
／

　

①
履
歴
書

（写
真
添
付
）

　

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書

（
卒
業
証

　
　
　

明
の
写
し
可
）
ま
た
は
卒
業
見
込
み

　
　
　

証
明
書

　

③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

（
単
位
取

　
　
　

得
証
明
書
可
）

　

④
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　

⑤
健
康
診
断
書

（１
）
の
み

　

⑥
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト

（
３
）
・
（
４
）
の
み

　

⑥
各
資
格
免
許
証
の
写
し

（既
に
取
得　

　
　
　

さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

応
募
方
法
／
12
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
提

　

出
書
類
①
～
⑥
を
総
務
課
職
員
係
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
必
着
）。

試
験
日
／
１
月
中
旬
予
定（
詳
細
別
途
通
知
）

試
験
内
容
／
書
類
選
考
、
面
接
、
小
論
文

※
選
考
な
ど
の
連
絡
は
応
募
者
に
別
途
通

　

知
し
ま
す
。
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生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
12
月
21
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
、
左
記
申
込
み
先
へ
電
話
な
ど
で 

  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

保
健
・
福
祉
・
医
療

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

文
化

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　
　
　
　
　
　

 

☎
74-

６
１
１
６

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日

▼
美
瑛
学
講
座
「
２
０
２
３
年
の
天
文
現
象
」

　

２
０
２
３
年
に
見
ら
れ
る
天
文
現
象
を

解
説
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
郷
土
学
館
「
美
宙
」

対
象
／
中
学
生
以
上

参
加
料
／
３
０
０
円

申
込
み
／
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に
電
話

　

ま
た
は
美
瑛
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

●
受
付
時
間(

整
形
外
科
を
除
く
）

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み
（
午
後
４
時
ま
で
）

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

整
形
外
科
診
療
日
／
12
月
７
・
21
日
（
水
）

　

受
付
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

担
当
医
師　

旭
川
医
科
大
学
派
遣
医
師

※
1
月
以
降
の
診
療
日
は
広
報
1
月
号
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

電
力･

ガ
ス･
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
手
続
き 

お
忘
れ
な
く

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
等
の
皆
さ
ん
へ

支
給
対
象
世
帯
／
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
世
帯

①
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に
、

　

美
瑛
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　

て
お
り
、
世
帯
全
員
が
令
和
４
年
度
住

　

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　

令
和
４
年
中
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯

　

全
員
が
「
住
民
税
非
課
税
相
当
」
の
収

　

入
と
な
っ
た
世
帯

※
①
・
②
と
も
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

　

い
る
方
の
扶
養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な

　

る
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
／
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円

手
続
き
／

①
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
支
給
要
件
確

　

認
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
確
認
書

　

の
内
容
を
確
認
し
、
返
信
用
封
筒
で
返

　

信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
で
、
12
月
上
旬

　

ま
で
に
確
認
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

　

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
未
申
告
の
方
が
い
る
世
帯
に
は

　

申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
請

　

の
際
に
住
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

②
家
計
急
変
世
帯

　

申
請
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村

　

へ
申
請
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

提
出
期
限
／
令
和
５
年
２
月
28
日

陸
上
自
衛
隊
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す

総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
１
６

　

上
富
良
野
、
名
寄
、
遠
軽
、
留
萌
の
４

駐
屯
地
合
同
の
陸
上
自
衛
隊
音
楽
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　

美
瑛
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
ゲ
ス
ト
出
演

し
ま
す
。

日
時
／
12
月
19
日
（
月
）

　
　
　

午
後
６
時
～
７
時
30
分
（
予
定
）

場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
（
予
定
）
／

　
　
　

紫
彩
太
鼓　
　
　
　
　
　
　

３
曲

　
　
　

美
瑛
中
学
校
吹
奏
楽
部　
　

３
曲

　
　
　

合
同
駐
屯
地
音
楽
隊　
　
　

４
曲

参
加
料
／
無
料

定
員
／
１
０
０
人

申
込
み
／
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

　

ま
た
は
美
瑛
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

暮らしのお知らせ
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そ
の
他

税
務
課
資
産
税
係

☎
92-

４
２
９
６　

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

会
社
や
、
個
人
事
業
主
、
農
業
経
営
者

な
ど
で
、
そ
の
事
業
に
用
い
る
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
の
必
要
が
あ
る
償
却
資
産
は
、
令

和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
あ
る
事

業
用
の
機
械
や
備
品
、構
築
物
な
ど
で
す
。

申
告
期
間
／

　

令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）
～
31
日
（
火
）

注
意
事
項
／

・
現
在
稼
働
し
て
い
な
い
資
産
で
あ
っ
て

　

も
、
す
ぐ
に
稼
働
で
き
る
状
態
に
あ
る

　

場
合
は
申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
新
規
開
業
者
は
、
税
務
課(

役
場
１
階
⑩

　

番
窓
口)

で
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
昨
年
度
申
告
を
し
た
方
に
は
、
12
月
下

　

旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

　

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
の
申
告
に
は
、電
子
申
告
「
ｅ

　

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
31
日

　
風
景
や
学
校
行
事
の
一
場
面
、
自
画
像

な
ど
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

で
描
い
た
水
彩
画
や

版
画
作
品
、
一
筆
一

筆
力
強
く
か
つ
丁
寧

に
表
現
し
た
毛
筆
・

硬
筆
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
11
月
29
日
（
火
）
～
12
月
11
日
（
日
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
31
日

　
今
年
も
図
書
館
ツ
リ
ー
を
美
瑛
軟
石
の

壁
面
に
飾
り
ま
す
。
み
ん
な
で
飾
り
付
け
、

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
素
敵
な
ツ
リ
ー
を
完

成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
12
月
１
日
（
木
）
～
25
日
（
日
）

図
書
館
ツ
リ
ー
を
飾
ろ
う

令
和
４
年
度
美
瑛
町
児
童
生
徒
作
品
展

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
・
へ
き
ち
保
育
所  

作
品
展

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
手
形
ア
ー
ト
や
リ
ー
ス
な
ど
各
ク
ラ

ス
・
各
保
育
所
に
よ

る
趣
向
を
凝
ら
し
た

作
品
が
並
び
ま
す
。

　

見
て
い
て
ほ
っ
こ

り
す
る
か
わ
い
い
作

品
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

期
間
／
12
月
13
日
（
火
）
～
25
日
（
日
）

　
　
　

　
令
和
４
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
所
得
税
な
ど
の
申
告
で
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
な
ど
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か

ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
４
年

中
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
ま
た
、

過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
、
家

族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

方
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時
に
、

領
収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

 

（
☎
０
５
７
０-
０
０
３-

０
０
４
）

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              

　

☎
92-

４
２
９
５

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す



－20－

  

年
末
年
始
の

　
　
　
お
知
ら
せ

資
源
ご
み
の
特
別
収
集

し
尿
の
収
集

◇
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
翌
年
１
月
５
日
（
木
）

　

ま
で
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。

◇
年
内
の
収
集
を
希
望
す
る
場
合
は
12
月 

  

15
日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
12
月
16
日
（
金
）
以
降
の
申
し
込
み
は
、

　

翌
年
１
月
６
日
（
金
）
か
ら
の
収
集
に

　

な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
美
瑛
清
掃
㈱

☎
92-

１
３
３
６

し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
み
の
搬
入

◇
12
月
30
日
（
金
）
か
ら
翌
年
１
月
５
日

　

（
木
）
ま
で
受
け
入
れ
を
お
休
み
し
ま
す
。

　

な
お
、
30
日
は
収
集
業
者
の
み
受
け
入

　

れ
を
行
い
ま
す
。

◇
料
金
は
10
㌔
ま
で
80
円
、
10
㌔
を
超
え

　

る
場
合
は
10
㌔
ご
と
に
80
円
加
算
と
な

　

り
ま
す
。

施設名 28
（水）

29
（木）

30
（金）

31
（土）

１
（日）

２
（月）

３
（火）

４
（水）

５
（木）

６
（金）

 丘のまち郷土学館「美宙」 午後５時閉館

 町民スキー場

 子ども支援センター

 なかよし児童館 正午閉館

 いきいきセンター 12 月 26 日～ 1月 11 日まで休館

 国民保養センター
午後4時 30分
閉館

 美瑛町農業技術研修センター 正午閉館

 十勝岳火山砂防情報センター

 十勝岳望岳台シェルター 12 月 29 日～４月下旬まで休館

◇
資
源
ご
み
①

　

12
月
29
日
（
木
） 　

Ｄ
コ
ー
ス

　

12
月
30
日
（
金
）　

 

Ｃ
コ
ー
ス 

◇
資
源
ご
み
②

  
12
月
26
日
（
月
）　

 

Ｄ
コ
ー
ス

　

12
月
27
日
（
火
）　

 

Ｃ
コ
ー
ス

※
年
明
け
か
ら
の
収
集
は
、
広
報
１
月
号

　

に
折
り
込
ま
れ
る
「
令
和
５
年
ご
み
カ

　

レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
月
休
み
期
間
中
の
ご
み
は
各
家
庭
で

　

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

☎
92-
４
２
９
４

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
手
続
き

　

12
月
29
日
（
木
）
、
30
日
（
金
）
は
役

場
は
開
庁
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ー
ド
管
理

シ
ス
テ
ム
の
停
止
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続
き
は
行
え
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
生
活
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

４
２
９
５

公
共
施
設
な
ど
の
休
館
日

　

左
記
以
外
の
公
共
施
設
は
、
12
月
31
日

（
土
）
か
ら
１
月
５
日
（
木
）
ま
で
休
館

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

休館日

町
民
セ
ン
タ
ー

☎
92-

４
１
４
１　

「
令
和
５
年
美
瑛
町
は
た
ち
の 

 
集
い
」
の
お
知
ら
せ

　

11
月
下
旬
に
「
令
和
５
年
美
瑛
町
は
た

ち
の
集
い
」
の
参
加
対
象
者
に
式
典
の
案

内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内
状
が
届

い
て
い
な
い
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
町
民
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
／
令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～

場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者
／
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◇
年
末
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

早
め
の
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
当
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
個
人
の
方

　

は
、
受
け
付
け
の
際
に
本
人
確
認
を

　

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
本
人
を
確
認

　

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

　

持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

２
２
４
７

美
瑛
消
防
署

☎
92-

２
０
２
９　

消
防
団
に
よ
る
歳
末
の
火
災
警

戒
を
実
施
し
ま
す

　

歳
末
の
繁
忙
期
を
迎
え
、
季
節
柄
火
気

を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

災
害
の
な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
い

た
だ
く
た
め
、
12
月
27
日
（
火
）
か
ら
29

日
（
木
）
の
３
日
間
、
午
後
７
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
、
消
防
団
が
地
域
を
巡
回
す

る
火
災
警
戒
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
火
の
取
扱
い
な
ど

に
は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
予
防
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暮らしのお知らせ



短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

丘
一
つ
越
え
れ
ば
道
は
濡
れ
も
せ
ず
雨
乞
う
農
夫
は
雲
の
悪
戯
と

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

ケ
イ
タ
イ
の
ラ
イ
ン
を
孫
に
習
い
つ
つ
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
老
婆
の
指
は

南
町
一　

  

　

 

田
中　

幸
穂

窓
囲
い
済
ん
で
お
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
ぬ
ガ
ラ
ス
交
換
二
万
円
な
り　

旭
町
三 

 　

 　

守
谷　

忠
弘

西
陽
射
す
墓
石
に
ま
つ
は
る
糸
ト
ン
ボ
離
れ
が
た
き
は
我
の
心
よ

本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

友
人
は
娘こ

の
似
顔
絵
描
き
く
れ
一
周
忌
に
贈
り
く
れ
た
り

新
星
第
三　

   

下
平　

公
枝

九
十
二
歳
老
婆
の
遺
影
は
若
き
日
の
面
影
残
し
祭
壇
に
笑
む旭

第
四　

 

　
　

谷
口
　
健
三

う
す
暗
き
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
の
時
雨
か
な 　
　
　
　

  

丸
山
一　
　
　

 

髙
木　

瑛
峰

残
菊
の
香
り
を
抱
き
て
居
を
離
る　
　
　
　
　
　

 　
　

幸
町
二　

 　
　

浜
田　

恵
子

窓
ゆ
ら
す
冬
の
気
配
の
風
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　

 

　

三
浦
ひ
か
り

哀
し
く
も
美
し
く
も
あ
り
時
雨
虹  　
　
　
　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

昔
日
の
記
憶
も
う
す
れ
時
雨
か
な 　

 
 　

　
　
　
　
　

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

あ
れ
こ
れ
と
眠
れ
ぬ
窓
辺
小
夜
時
雨　
　
　
　
　
　
　

 

南
町
一　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

廃
屋
は
灯
ら
ぬ
ま
ま
に
夕
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　

 　

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

戸籍の窓
    　  令和４年10月１日から

    　令和４年10月31日までの届出分

人の動き

　　　　 4,822世帯　（- 3）

   男　　4,494　人　（- 6）

   女　　5,111　人　（+ 3）

　合計　 9,605　人　（- 3)

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

髙橋　菊
き く か

花　 女　 幸町３丁目

忠嶋　柊
しゅうと

橙 　男　 中町３丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

荒川　和好　 81   幸町２丁目

髙倉　竹平　 96　 字旭第５

勝本　留一 　94   南町１丁目

田中　豊久　 96   寿町４丁目 

森山　英子　 72 　丸山１丁目

畑山　ヒデ　 95　 西町１丁目

大波　ナカ 　96　 字瑠辺蘂共和

増原　唱市　 78　 花園１丁目

渡辺　　茂　 99　 字瑠辺蘂平和

髙橋　拓馬　 28　 大町１丁目

吉田　善造　 86　 栄町４丁目

　　（敬称略）　

町内の交通事故

　　　　令和４年９月１日～30日

▼発　　生　  ４件（  9件）【 11件】

▼死　　亡　  １人（　2人）【　2人】

　負 傷 者　  ４人（ 11人）【 12人】

（ ）は令和４年１月～９月末までの累計

【 】は令和３年１月～９月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和４年１月１日～10月31日

　　 ▽火災　 　６件（　8件）

　　 ▽救急　　523件（459件）

　　 ▽救助　　 10件（　5件）

（ ）は前年同期間の件数

問合せ／町民センター（文化スポーツ課）　　☎92-4141

  開催日：12月３日（土）
  開　場：午後５時30分
  開　演：午後６時（終演：午後８時予定）

  会　場：町民センター　１階多目的ホール

Christmas Lecture2022 in BIEI
～夢みる宇宙と音楽と～

理学博士

佐治　晴夫　氏
ピアニスト

北　亜矢子　氏

入場整理券を町民セン

ターで配布しています。

※無くなり次第終了

入場無料

美瑛町公式YouTube

チャンネルで

ライブ配信
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問合せ／

丘のまちびえい宮様国際スキーマラソン組織委員会事務局（☎ 92-3333）

第 46 回  第 46 回  寬仁親王記念寬仁親王記念

　　　  　　　  宮様国際スキーマラソン宮様国際スキーマラソン

FIS・SAJ 公認／FIS・SAJ 公認／
北海道歩くスキー交歓会北海道歩くスキー交歓会

参加者募集参加者募集

●参加料

　（町内在住の小・中学生は保険料 300 円のみ）

●申込受付期間

宮様コース・20 km コース　　

  高校生以上 3,500 円／小・中学生 1,000 円

歩くスキーコース

  高校生以上 3,000 円／小・中学生 1,000 円

 12 月７日（水）〜令和５年１月 10 日（火）
●参加申し込み

　美瑛町内に在住の方は、文化スポーツ課(町

民センター内）に備え付けの申込書に必要事

項を記入し、参加料を添えて申し込みくださ

い。

　インターネットでの申し込みについては、

定員になり次第締め切りとなりますのでご了

承ください。
●その他

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に  

 よっては、やむを得ず大会を中止する場合が 

 ありますので、あらかじめご了承ください。

有料広告を募集しています！

　広報びえいに掲載を希望する有料広告を募集

しています。

　町内全域に配布する広報紙で宣伝しませんか？

サイズ・広告料（１回につき）／

　縦5.7cm×横8.5cm　5,000円

申込み・問合せ／

　総務課広聴広報係 ☎92-4345　FAX92-4414

※申込書は町ホームページからダウンロードできます。

定員　400 人

　詳しくは丘のまちびえい宮様

国際スキーマラソン公式 Webサイト

をご覧ください。

開会式：２月 18 日（土）に行います

※交歓会の実施はありません。

種目／宮様スキー種目／宮様スキー（24㎞）（24㎞）   午前９時スタート   午前９時スタート

　　　20　　　20㎞㎞コース              午前10 時スタートコース              午前10 時スタート

　　　歩くスキー（ ８㎞）　午前９時スタート　　　歩くスキー（ ８㎞）　午前９時スタート

ご予約はＨＰ、電話、店頭にて承っております。

〒071-0474

北海道上川郡美瑛町字拓進　TEL.0166-74-8855

日 

程

場 

所

１２月３日(土）
６日（火）
８日（木）

10日（土）
各日13時から

藍染結の杜
2階カフェスペース

藍染リースをつくろう！

受 講 料

￥3,300
（ドリンク券付き）
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